
【リデル調査】「アニメ好き」は“ どんなインフルエンサーをフォロー している？” 劇場
版アニメの投稿は◯◯が多い！？ アニメ系インフルエンサーの活⽤ハウツー調査 

SNSに投稿しやすいグッズを展開して SNSを盛り上げよう！ 
 
SNS・インフルエンサーマーケティング事業を展開する LIDDELL 株式会社（本社：東京都港区、
代表取締役：福⽥ 晃⼀、以下リデル）は、インフルエンサーのマッチングプラットフォーム
『SPIRIT（スピリット）』に登録しているインフルエンサーを対象に、「アニメとインフルエンサ
ー」に関して調査しました。 
 

 
 
アニメ好きインフルエンサーがアニメ関連で参考にしているインフルエンサーを聞いたところ、作
品レビューや紹介をしているアカウントが最も多く、次いでコスプレイヤーやコスプレを定期的に
投稿しているファッションインフルエンサーをフォローし、参考にしていることがわかりました。
情報源となる SNS は X（旧 Twitter）が半数以上（https://service.liddell.tokyo/news/4323/）で
したが、参考にしているインフルエンサーは Instagram で活動するインフルエンサーが最も多い
ということが明らかになりました。 
 
次に、「SNS でよく⾒かけるアニメグッズは？」とアンケートを取ったところ、作品では
『SPY×FAMILY』が最も多く、次いで『呪術廻戦』という結果となりました。グッズでは「フィ
ギュア」「アクリルスタンド」「ぬいぐるみ」との回答が多くなりました。 
 
劇場版アニメを映画館で⾒た時に、どのような SNS 投稿をしているか質問をしたところ、
「『Instagram ストーリーズ』でポスターやチケットの画像とともにネタバレにならない感想を投
稿する。」といった回答が多く⾒られました。中には、「観覧する際にアクリルスタンドを持って
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いった⽅が良い。」や「観覧後のオタ活するのにお勧めのカフェを紹介する。」「アニメを意識し
た当⽇のコーディネートを投稿する。」といった声も散⾒されました。 
 
＜調査サマリー＞ 
● アニメ関連で参考にしているのは Instagram や TikTok で活動する「作品紹介やレビュー系」

インフルエンサーという結果になった。 
● SNS でよく⾒かけるアニメグッズは『SPY×FAMILY』のアーニャグッズ。フィギュアやぬい

ぐるみ、プライズ品。『呪術廻戦』では、フィギュア、コラボグッズに次いでアクリルスタン
ドという結果になった。 

● 劇場版アニメを映画館で⾒た時には、Instagram ストーリーズでポスターやチケットの画像と
ともにネタバレにならない感想を投稿する。といった声が最も多いが、「がっつり感想を投稿
する」のが多いのは X と SNS を使い分けている声や、観覧前に「ワクワク感」観覧直後に
「チケットとともに簡単な感想」後⽇ゆっくりと「⻑⽂の感想」を段階的に投稿するといった
声も散⾒された。 
 

参考にしているインフルエンサーは「レビューや作品紹介系」｜次いで「コスプレ系」「アニオタ
系」への⽀持も⾼い 

 
 
 
「アニメの情報源としているインフルエンサーはどんなジャンル？」を聞いたところ、最も多いの
は「レビューや作品紹介系」で 21.7%、次いで「コスプレ系」が 19.6％、「アニオタ系」は
15.2%、「特定の作品の紹介・解説系」と並んで「公式」「作者・クリエイター系」が 8.7%という
結果となりました。 



 
「レビュー・作品紹介系」で挙げられたアカウントでは、「この夏にみたいおすすめアニメ 7 選」
や「2024 年流⾏りそうなアニメ」など数あるアニメの中からジャンルごとにおすすめの作品を紹
介したり、「⼈気アニメ OO を⾒た感想」などのレビュー投稿が多く⾒られました。新しい作品と
の出会いはもちろん、気になっていた特定のアニメに関する評価を⾒て、アニメ視聴にいたるきっ
かけにもなっているようです。 
 
アニメ作品の PR において、作品との出会いを⽣む「拡散」の⼿法として「レビュー・作品紹介
系」インフルエンサーの⼒を借りることは 1 つの有効な⽅法といえるのではないでしょうか。 
 
また、「コスプレ系」では、著名なコスプレ系インフルエンサーの名前が挙げられました。好きな
コスプレイヤーが SNS で投稿したコスプレがきっかけで、該当のアニメやキャラクターに興味を
もったり、またコスプレイヤーの投稿でイベント情報などを知るという機会もあるのかもしれませ
ん。 
 
「アニオタ系」では、特定のアニメが好きなアニオタ（アニメ好きの⽅が「アニメのオタク」を着
してアニオタと⾃称すること）のインフルエンサーが挙げられており、中にはアイドルやアナウン
サー、ネイリストの⽅なども挙がっていました。 
 
「特定の作品の紹介・解説系」や「公式」では、アニメ全般の「レビュー・作品紹介系」とは異な
り、⾃分が好きな特定のアニメに関する考察や情報が知りたいといったニーズがあるようです。 
 
アニメ公式 SNS に関しては、「アニメと SNS」に関する調査
（https://service.liddell.tokyo/news/4323/）で詳しい結果をまとめていますが「裏話」や「キャ
ラ解説」があるとフォローしたくなるという声が⾒られ、好きな作品への理解をより⼀層深めるた
めの要素として活⽤できると考えられます。 
 
「作者・クリエイター」の中には、実際の作者の SNS アカウントや、声真似クリエイターのアカ
ウントが挙げられており、⾃分が好きな特定のアニメに関する考察や情報が知りたいといったニー
ズがあるようです。また、アニメ作品のキャラ推しなのか、声優推しなのかによって、参考にして
いるインフルエンサーのカテゴリも異なってくる傾向がありました。 
 
また、アニメといえば情報源となる SNS は X が半数以上
（https://service.liddell.tokyo/news/4323/）でしたが、前回の調査と同様に、アンケートがイン
フルエンサー限定で、さらに⼥性 95.45%、男性 4.55%という割合が関係するのか、参考にしてい
るインフルエンサーは、「Instagram」で活動するインフルエンサーが 34.8%と最も⾼くなってい
ます。次いで「X」が 23.9%、3位が「YouTube」で 17.4%、「TikTok」が 15.2%となっていま
す。 
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SNS で最もよく⾒かけるグッズは『SPY×FAMILY』アーニャグッズ｜ぬいぐるみやプライズ品な
どが上位を占める 
SNS で最もよく⾒かけるグッズは『SPY×FAMILY』のアーニャグッズが 13.3% でした。次いで、
『呪術廻戦』が 10.5%、『ちいかわ』『⻤滅の刃』が同率で 6.3%でした。 

 
 
『SPY×FAMILY』のアーニャグッズは、フィギュアの他にぬいぐるみやプライズ品（クレーンゲ
ームなどで獲得できる景品）が上位を占めています。⼀⽅で『呪術廻戦』はフィギュアの他にコラ
ボグッズやアクリルスタンドが上位を占めていました。 
 
また、よく⾒かけるグッズの種類に関しては、最も多かったのが「フィギュア」で 21.8％、次に
「アクリルスタンド」が 18.5%、「ぬいぐるみ」が 10.1%、「コラボグッズ」が 7.6％となりまし
た。 



 
 
アクリルスタンドやぬいぐるみは、「劇場版アニメをみる際に映画館に持ち込み、SNS の投稿に活
かす」という声もあり、このような持ち運びが可能な⼩物系のグッズは複数投稿を促すための材料
にもなりうると考えられます。 
 
また、こちらもアンケート対象の⼥性割合の⾼さが関係するのか、王道のフィギュアやコラボグッ
ズなどが多数を占める中、少数派ながら「コスメ」や「ヘアゴム」、「カラコン」などの「アパレ
ル」グッズも挙げられていました。 
中でも、熱狂的な⼥性ファンが多い『テニスの王⼦様』に関しては、「⽣⾸ヘアゴム」や「スカイ
ダイビングイアリング」などのオリジナルグッズが挙げられており、「推しキャラ」×「⾝につけ
られるコスメ品」の掛け合わせが、推し活をする⼥性のキャラクター愛をくすぐるのかもしれませ
ん。 

劇場版アニメの感想は「Instagram ストーリーズ」での投稿が主流 
「がっつり感想を投稿する」のが多いのは X 

 
劇場版アニメの感想は「Instagramストーリーズ」で投稿する⼈が最も多く 76.6％でした。次いで
「Instagramフィード」が 21.3%、「X」が 19.1% でした。 



 
 
Instagramストーリーズでの投稿内容に関しては、「観覧前のワクワク感」「観覧直後にネタバレ
をしない程度に簡単な感想」を投稿するという回答が多く⾒られました。ストーリーズのリアルタ
イム性を⽣かし、イベント参加前後の⼼境を、会場の様⼦や購⼊したグッズとともに時系列にそっ
て投稿しているインフルエンサーが多いようです。 
 
「Instagramフィード」では、写真媒体をメインにした Instagramの特性を⽣かし、当⽇の感想だ
けでなく、グッズ紹介をするという意⾒もありました。 
 
「X」では、「⻑⽂の感想」を投稿するといった声が散⾒されました。「ストーリーズなどでは画
像だけを投稿し、後⽇ゆっくりと感想を投稿する」や、「感想には時間をかけたいため、X の投稿
はじっくり考えて情熱を伝えたい」などといった声も聞かれ、X に関しては特に熱意のこもったフ
ァンの投稿が多いことが予想されます。 
 
また、投稿する画像の「背景やシーン」に関しては、ポスターやチケット、⼊場特典やパンフレッ
トなどの劇場版ならではグッズを背景に投稿すると⾔う意⾒が多数派でした。 
来場者限定の⼊場特典として、SNS でよく⾒られるフィギュアやぬいぐるみを掛け合わせるのはも
ちろん、⼥性ファンの多いキャラクターのコスメやアクセサリーグッズを展開することも、推し⼼
をくすぐるポイントの⼀つかもしれません。 
 



「裏話」や「キャラ解説」などの語られる要素と「アクリルスタンド」や「ぬいぐるみ」「アクセ
サリー」などのモバイル性・⾝につけられるなどのビジュアル化できる要素が拡散する秘訣！？  

今回の調査によって、インフルエンサーが注⽬するアニメの情報源は、「レビューや作品紹介系」
インフルエンサーなど、新しい作品との出会いを促すものが最も多く⽀持されていました。同時に
「コスプレ系」や「アニオタ系」、「特定の作品の紹介・解説系」「作者・クリエイター系」イン
フルエンサーなど、「すでに視聴している作品へのファン化」を促すものにも注⽬しており、それ
ぞれのニーズごとに、情報源とするインフルエンサーを使い分けている傾向が⾒られました。 
 
SNS でよく⾒るアニメグッズは、王道のフィギュアやコラボグッズのほかに、アクリルスタンドや
ぬいぐるみなどが挙げられていました。これらのグッズは持ち運びが可能なことから、劇場版が公
開される際に会場に持ち込まれ、SNS 投稿の背景としても活⽤されていることがわかりました。 
 
また、映画を⾒た感想を SNS でシェアする際は、時系列にそってイベント参加前のワクワク感
や、参加後の感動などの感情は「Instagramストーリーズ」で、そしてグッズ紹介などの画像情報
メインのものは「Instagramフィード」で、そして熱意のこもった⻑⽂の感想などは「X」で投稿
していることがわかりました。 
 
アニメ作品の PR において、「拡散」や「ファン化」など、フェーズや⽬的にそったインフルエン
サーマーケティングを意識することが重要になるでしょう。また、イベントの開催時は、SNS でよ
く⾒られるフィギュアやぬいぐるみを来場者限定の⼊場特典として⽤いることで複数投稿を⽣み出
すことができるかもしれません。 
SNSごとの拡散⽅法や投稿の傾向に着⽬し、それぞれの SNS での投稿されやすさをふまえ、グッ
ズ制作や情報発信を⾏うと効果的かもしれません。 
 
リデルは、蓄積された知⾒を活かしつつ、常にアップデートしながら、SNS・インフルエンサーマ
ーケティングのパイオニア企業として、安⼼・安全で健全なマーケティング活動と経済活性化に寄
与してまいります。お気軽にお問い合わせください。 
 
＜調査概要＞ 
● 「アニメとインフルエンサー」に関する調査 
● 調査時期：2024年 2⽉ 
● サンプル数：110 
● 調査⽅法：オンライン 
● 対象者：『SPIRIT（スピリット）』登録インフルエンサー：⼥性 105名／男性 5名 
 
 
【本件に関するお問合せ】 
リデルでは本プレスリリースに関する内容のほか、「SNS・インフルエンサー」「ファン・コミュ
ニティ」「コミュニティ AI」関連の市場動向、トレンド、ナレッジ、各種データなどを共有すると
共に、ご取材を積極的にお受けしております。また、弊社役員や専⾨スタッフ、インフルエンサー
に関するご取材も承っております。お気軽にお問い合わせください。  
ご連絡を⼼よりお待ち申し上げます。 



 
リデル株式会社 
担当： 貫（ぬき） 
メール： pr@liddell.tokyo 
 
-------------------------------------- 
［LIDDELL INFLUENCER WORKSPACE / LIW］  
SNS施策がオールインワン！運⽤型の SNS・インフルエンサーマーケティングプラットフォーム 
URL：https://service.liddell.tokyo/ 
 
［KAL /カル］ 
業務最適化やコミュニティ AI に。社内情報を学習した、⾃社プライベート⽣成 AI の提供 
URL：https://liddell-tokyo.studio.site/ 
 
［インフルエンサー・アワード・ジャパン：インフルエンサーの感性や才能を応援し、その影響を
称える。］ 
第 8回 IAJ特設サイト： https://lp.spirit-japan.com/iaj/2023/ 
 
＜Information＞ 
・【インバウンド対策】訪⽇客向け SNS 多⾔語対応開始 
URL：https://service.liddell.tokyo/notice/2702/ 

・【WWDJAPAN ×リデル】ステマ規制理解促進コンテンツ「もしかしてステマ？」⼤募集 
URL：https://service.liddell.tokyo/notice/2641/ 
・【ファン・コミュニティ戦略】戦略から⽇々の運⽤までシステムとノウハウで遂⾏ 
URL：https://service.liddell.tokyo/notice/2504/ 
 
［企業情報］ 
会社名：リデル株式会社/LIDDELL Inc. 
代表者：代表取締役 CEO 福⽥ 晃⼀ 
本社：東京都港区⾚坂 9-7-1 ミッドタウン・タワー12F 
事業内容：⼈の影響を活⽤したマーケティング戦略⽀援および運⽤サービスを提供 
（1） SNS・インフルエンサーマーケティングプラットフォームの運営 
（2）ファン・コミュニティマーケティング戦略および実⾏⽀援 
（3）⽣成 AI・WEB３マーケティングおよびシステム開発 
コーポレート URL：https://liddell.tokyo/ 
採⽤に関して：https://www.wantedly.com/companies/liddell/ 

https://service.liddell.tokyo/
https://liddell-tokyo.studio.site/
https://lp.spirit-japan.com/iaj/2023/
https://service.liddell.tokyo/notice/2702/
https://service.liddell.tokyo/notice/2641/
https://service.liddell.tokyo/notice/2504/
https://liddell.tokyo/
https://www.wantedly.com/companies/liddell/

